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１． はじめに 
電気絶縁体であるセラミックス・陶磁器に導電性

を付与することは，新たな用途開発につながる．と

りわけ，陶磁器業界においては，従来のステンレス

板，上絵銀転写や金属溶射方式に加えて，電磁調理

器（IH）に対応する新たな技術・方式・材料が求め

られており，導電性セラミックスの開発も一つの課

題である． 

陶磁器への導電性付与は素地自体あるいは素地表

面（上述の転写や溶射，釉薬）に分けられる．これ

までに当室では，素地自体が導電性を有する低熱膨

張セラミックスの開発に取り組んできた 1, 2)．本研究

では，導電性無機材料を活用した導電性釉薬の開発

について調査を行った．今回は，固体酸化物形燃料

電池の空気極材料として知られる La0.8Sr0.2MnO3-δ

に着目し，基礎釉薬との反応性や電気抵抗率につい

て調べたので報告する． 
 
２． 実験方法 
導電性無機材料として，La0.8Sr0.2MnO3-δ（以下，

LSM と称す）を用いた．LSM 粉末と表 1 示す石灰

透明釉薬粉末を重量比で 50:50，60:40，70:30，
80:20，90:10，95:5，100:0 となるように秤量し．

乳鉢により蒸留水を媒体として湿式混合することに

より釉薬を得た．以後，サンプル名は LSMx（x = 
LSM の重量比）と表す．なお，LSM100 について

は，バインダーとしてアラビアゴムを 10wt%溶解さ

せた蒸留水を用いて釉薬を調合した．得られた釉薬

を半磁器素地に施釉し，電気炉で酸化焼成した．焼

成プログラムは，900℃まで 6 時間，1180℃まで 5 
＊   窯業研究室 

時間，1180℃で 1 時間保持とした． 

得られたサンプルの室温における電気抵抗率を 4
端子法により測定した．また，LSM と釉薬の反応性

を確認するために，各重量比の混合物及び LSM と

SiO2または Al2O3の等量混合物（重量比）を同様の

プログラムで焼成し，粉末 X 線回折（CuKα線）を

行った．  

３． 結果と考察 
得られたサンプルの外観は，全てマット質なもの

であり，LSM 含有量の減少とともに光沢感が増し，

黒色から茶色へと変化した．図 1 に室温における電

気抵抗率を示す．LSM 含有量が 90 wt%以上で導電

性が確認でき，その電気抵抗率は 10～102 Ωcmであ

った．しかし，LSM 含有量による相関関係は見られ

なかった．これはサンプルの表面状態（平滑性，ク

ラックの有無）の差によるものと考えられる． 

表 1 石灰透明釉の原料調合 
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図 2 に LSM と SiO2及び Al2O3の等量混合物の X
線回折パターンを示す． LSM-Al2O3では，LSM と

Al2O3の回折ピークが見られ，両者はほとんど反応

していないことがわかる．一方，LSM-SiO2では，

LSM の回折ピークは消失し，SiO2と La2Si2O7の回

折ピークが現れる．そのため，SiO2とは非常に反応

性が高いことが推察される． 

図 3 に LSMx の X 線回折パターンを示す．LSM
に帰属されるピーク強度は，その含有量の減少に伴

い低下し，含有量 70 wt%以下でそのピークは消失

し た ． そ れ に 代 わ り ， Mn3O4 ， SrMnO3-x ，

La2O3-SiO2系化合物に帰属される回折ピークが現

れた．LSM 含有量が減少すると主結晶相は Na，K，

Ca を含む La2O3-SiO2系化合物となった．図 2 及び

図 3 より，釉薬のような SiO2を含む多成分系では，

LSM は SiO2と容易に反応し，共存する Na，K や

Ca を取り込みながら，様々な La2O3-SiO2系化合物

に変化することがわかった．以上の結果は，前述の

LSM 含有量が 90 wt%以上で導電性が確認できたこ

とに矛盾しない．LSM 含有量 80 wt%では LSM は

残存しているが，導電性が発現する程の量はなく， 
LSM 含有量 70 wt%以下では， LSM は存在してい

ない． 
また，陶磁器素地も SiO2が主成分の多成分系であ

るため，釉薬との界面付近では素地との反応が進ん

でいると思われる．今後，詳しく調査していく．  

 
４． まとめ 

導電性無機材料である La0.8Sr0.2MnO3-δ（LSM）

を活用した導電性釉薬の開発について検討した結

果，以下のことがわかった． 

1）LSM を 90 wt%以上含有させることにより，10
～102 Ωcm の電気抵抗率をもつ導電性釉薬が得ら

れた． 

2）LSM は釉薬中の SiO2との反応性が非常に高く，

Mn3O4，SrMnO3-x，La2O3-SiO2系化合物へと変化

した． 
 

図 3 LSMx の X 線回折パターン（1180℃焼成） 

図 2 LSM と SiO2，Al2O3等量混合

物のX線回折パターン（1180℃焼成） 

図 1 LSMx の室温における電気抵抗率 
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